
◉テレビ岩手	 月曜日 18：54〜19：00
　　　　　　  （再放送）	土曜日 21：54〜22：00
[9月]◉岩手めんこいテレビ	土曜日 11:45～11:50
[10月～]◉IBC岩手放送	火曜日 18:55～19:00

岩手県からのお知らせ

※都合により放送時間が変更になることがあります。

◉手紙・はがき	 〒020-8570（住所不要）岩手県広聴広報課
◉電子メール	 koucho@pref.iwate.jp
◉電　　　話	 019-629-5110
◉受 付 時 間	 8：30～17：00（土・日・祝日・年末年始を除く）
◉ファクシミリ	 019-651-4865［24時間受付］

第十二回戦没者等の遺族に対する特別弔慰金のご案内
戦後 80 年に当たり、戦没者等の方々の尊い犠牲に思いをいた

し、改めて弔慰の意を表するため、ご遺族に対し特別弔慰金が支
給されます。支給対象者は、戦没者の子などの親
族のうち、最先順位のご遺族お一人です。額面 27
万５千円、５年償還の記名国債で支給されます。

現在、市町村で請求を受け付け中で、請求期間は
2028 年３月 31 日までです。
㉄県庁地域福祉課　019-629-5481

社会生活基本調査を実施します
社会生活基本調査は、５年に一度実施する国の統計調査です。

生活時間の実態を調査し、ワーク・ライフ・バランスの推進、少子
高齢化対策など、各種施策の基礎資料として活用します。

調査員証を携帯した調査員が、対象地域の世帯を
訪問しますので、調査へのご協力をお願いします。
■９月／対象地域にお住まいの世帯を確認
■10月／無作為抽出された世帯へ調査書類を配布
㉄コールセンター　0570-07-2580（9/1～11/15）
㉄県庁調査統計課　019-629-5305

「希望郷いわて景観フォトコンテスト2026」作品募集
岩手ならではの魅力ある景観や屋外広告物の写真を募集してい

ます。県内で撮影した素敵な景観や看板など、あなたのお気に入
りの写真をご応募ください。優れた作品の応募者には県産品と県
オリジナルグッズを贈呈します。
■応募締切：2026年10月10日（土）まで
■募集部門：景観部門・屋外広告物部門・サイクリング
　　　　　 ルート部門
■応募方法：応募フォーム・メール・郵送のいずれか
㉄県庁都市計画課　019-629-5892

最高裁判決を踏まえた生活保護費の追加支給のご案内
2013 年の生活保護基準改定を違法とした最高裁判決を踏まえ、

県では、2013 年８月から 2026 年３月までの間に、県内の町村部
で生活保護を受給していた方に保護費の追加支給を行います。

なお、現在保護を受給していない方が追加支給を受けるために
は、申出書の提出が必要ですので、以下の相談窓口
にお問い合わせください。
■相談窓口／岩手県（町村部）生活保護費追加給付
　　　　　　事務局　019-623-1145
※県内の各市で生活保護を受給していた方は、各市の
　福祉事務所にお問い合わせください。
㉄県庁地域福祉課　019-629-5425

ミドル世代等就職支援事業のご案内
就職氷河期世代を含むミドル世代（概ね 35 歳～ 59 歳の方）な

どに向けて、以下の支援事業を行っています。無料で受けることが
できますので、ぜひご利用ください。
■e-ラーニング講座
　ミドル世代向け：全39コース、企業の育成担当者向け：全17コース
　１人２コースまで受講できます。
■ミドル世代と県内企業のマッチング支援
　オンライン企業説明や企業見学の場を
　コーディネートします。
㉄県庁定住推進・雇用労働室　019-629-5593

県政情報、防災情報、岩手の魅力発信中

岩手県
広聴広報課X

お友達登録で、県の最新情報をお届け

岩手県公式
LINE

県の全ての情報はこちら

岩手県
ホームページ
岩手県

東日本大震災津波伝承館の情報を発信中

いわて
TSUNAMI
メモリアル

ご意見・ご提言はこちら

さまざまなメディアで岩手の情報発信中！

県政テレビ番組 いわて！ わんこ広報室毎
週

放
送
中

ご存じですか？ ご協力ください

募集しています

放射線影響対策のお知らせ

いわてグラフ
WEBは
こちらから

▲詳細はホーム
ページをご覧
ください

▲詳細はホーム
ページをご覧
ください

▲詳細はホーム
　ページをご覧
　ください

野生きのこ採取に当たっての留意点

▲詳細はホーム
ページをご覧
ください

▲詳細はホーム
ページをご覧
ください

いわてグラフの
WEB版では、

さまざまな情報を公開中！
問【放射性物質濃度検査】県庁県民くらしの安全課　019-629-5270
　【出荷制限など】県庁林業振興課　019-629-5775
　【全般】県庁復興危機管理室　019-629-6924

県は市町村と連携して野生きのこの放射
性物質濃度検査を行っています。検査の結
果、一般食品の基準値（100 ベクレル /㎏）
を超えた場合、その市町村の野生きのこ
全種類を対象に、国から出荷制限が指示さ
れます。野生きのこを採取する際は、県ホー
ムページを参考にしてください。

また、野生きのこを販売する場合は、販売前に自主検査を行い、
基準値（100 ベクレル /㎏）以下であることを確認してください。

野生きのこ出荷制限地域
（2026年現在）

※１種類でも基準値を超えると、その市町村の全ての野生きのこが出荷制限の対象となります。
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